
平成22年度がん対策関係予算の執行状況について

(単位 :千 円)
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(参考)平成21年度女性特有のがん検診推進事業の執行実績について

21′ 611′ 143     23′ 256′ 776     20′ 824′087     14′ 379′ 199 3′ 762′ 286 1′ 183′414

※ 「精算予定額」欄及び「返還予定額」欄は、交付決定額20′ 824′ 087千 円のうち、現時点で実績報告書が提出されて
いる18′ 537′ 843千 円の内容。
なお、現在、実績報告書審査中のため、精算予定額等の計数に変動があり得る。
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1 がん診療施設情報ネウトワーク事業

2 がん診療連携拠点病院機能強化事業

3 都道府県がん対策重点推進事業

4 マンモグラフイ検診従事者研修事業

5 がん専門医臨床研修モデル事業

6 がん医療の地域連携強化事業

7 女性特有のがん検診推進事業
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(参考)平成22年度女性特有のがん検診推進事業【未実施一覧】
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【平成22年度未実施の主な理由】
・以前より女性のがん検診の自己負担金を無料で実施しているため。
口補助率が1/2になつたことにより、通常の業務に追加される検診手帳やクーポン券の印刷経費や労力に見合う事業となつていないため。
・5年間継続ではなく、二部の年齢のみ無料となることに不公平感がある。
口隔年実施が定着してきたところであり、本事業の実施により受診者の混乱が′い配される。
口昨年度の実施状況から推測して、実施しなくても受診者数にあまり変化がないと見込まれ、事務費等の費用対効果から実施しない。
日検診受診や結果にも自己責任を持つ意味で、定額で一部自己負担をしてもらう方針で実施している。一定年齢のみ無料は不公平。
日平成22年度は保健師不在のため(マンパワー不足)実施を見送つた。

H21未実施数 未実施市区町村
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奥尻町、釧路町

蓮田村、鶴田町、野辺地町、東通村

矢祭町、樽葉町

上野村、片品村

神崎町

利島村、八丈町、青ヶ島村、御蔵島村

茅野市、原村、小諸市

牧之原市、南伊豆町、小山町、吉田町、松崎町

天川村、野迫川村

日野町

呉市

和木町

三好市、佐那河内村

梼原町、東洋町、佐川町

与論町、垂水市
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矢祭町

上野村、片品村

神崎町、旭市、芝山町

利尻村、八丈町、青ヶ島村

茅野市、原村、川上村、下諏訪町

牧之原市、南伊豆町、小山町、吉田町、御殿場市

天川村、野迫川村

日野町

和木町

梼原町

美里町

与論町、喜界町、和泊町、知名町




